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した 13例である.女性 12例,男性 1例,手術時平均年齢
15.2歳 (11-21)である.カーブパターンは,胸椎カーブ 6
例 (Lenke typeⅠとⅡ),腰椎カーブ 5例 (Lenke typeⅤ












































井野 正剛，真鍋 和，田内 徹
登田 尚史，笛木 敬介，清水 敬親
（群馬脊椎脊髄病センター）
この 20年で PLIFは一般的な術式となり,近年では亜
型ともいえる TLIFが主流になりつつある. 初期の
PLIFは 10時間・1000-2000ccの出血などという症例も
ざらであったが,現在では手技が洗練され,むしろ PLF
より低侵襲ともいえるほどになった.当院では 2002年
以降,腰椎椎体間固定を施行・併用した症例が約 1000例
を数えるが,より低侵襲をめざしたこれまでの術式変遷
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